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  ：課題研究バイオ生産専攻班は研究テーマとして食用キノコの人工培養をおこなっている。その延長線上で菌根菌の人

工培養に着手した。 

2018 年 10月、多木化学によるバカマツタケの人工栽培成功のニュースがあった。菌根菌とされるきのこは、共生した植

物から栄養を吸収しながら成長するため、人工栽培が困難とされていただけに、この大きなニュースに驚いた。報道に

よると、バカマッタケはまったけの近縁種でまったけより大きく、味も香りもまったけ並みかそれ以上らしい。バカマ

ッタケは名前が名前だけに、マツタケより劣るように思われるがマツタケより早く 8～9月に発生することから「バカ」がつ

いてしまったとのことである。 

   菌根菌の研究機関から誘いを受けた。バカマッタケ菌糸は某研究所から譲渡を受け菌糸の継代培養を開始したのでその経

過を報告する。  

 

  

 

譲渡された 

バカマッタケ菌糸 

 

 

バカマッタケの菌糸の恒常的増殖 

（菌糸培養工程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景 

最初の目標 （培地成分）ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ 3 %  

 グルコース 1 %  

      酵母エキス 0.3 %   

硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 0.1 % 

          リン酸第一ｶﾘｳﾑ 0.1 ％   

ｐH5.8 

寒天 1.8% 

液体培地は塩酸チアミン、ペクチン

を添加 

殖菌 固体培地作成 

 

  

 

 

 

 

 

 

菌糸生育      菌糸確認       菌糸増殖      菌糸塊生育      菌糸増殖  菌糸塊増殖  

培養観察 

培養 

25℃ 

   

1か月経過 2か月経過           3か月経過 

 

バカマッタケ菌糸培養は生育期間は 3 か月と長いが継代培養が可能となり所期の目標は達成された。

次の目標は子実体培養である。 

培養の手順を下記の通り計画した。 

（菌糸増殖後 2 ㍑三角フラスコ使用） 

子実体形成培地作成(右図) 

   

 

 

菌接種・培養 

 

 

 

菌糸増殖後覆土 

 

 

 

子実体培養に向けて 

   

やっと子実体形成に向けて 25℃で培

養を開始した。2021 年春に菌糸増殖から菌糸塊、その

後、22℃培養、子実体形成と順調に進めばの話である。 

今後の課題として以下の項目について検討していく。 

１． 菌糸生育期間短縮の検討（培養条件等） 

２． 子実体形成に関する検討 

培養環境（容器スケールアップ、培養制御環境、費用の

問題）、培養条件（培地成分など）の検討   
菌糸塊を小片に切り培地全体に拡散 

（20～22℃培養・照明要） 

 

固体培地組成(先の菌糸培養と同様の組成) 
＋ ペクチン 0.02％  
＋微量成分（塩酸チアミン、ニコチン酸、葉酸） 
鹿沼土＋ﾊﾞｰﾐｭｷｭﾗｲﾄ全体の 10% 
 

今後の展望 


